
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
所
掌
す
る
国

土
交
通
省
に
お
い
て
、
岩
井
茂
樹

は
副
大
臣
と
し
て
、
精
力
的
に
現

地
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
１
０
月
２
０
日
の
下
田

港
の
視
察
を
皮
切
り
に
、
令
和
２

年
１
１
月
１
４
日
に
は
、
土
砂
崩

れ
な
ど
で
通
行
止
め
が
続
く
浜
松

市
天
竜
区
龍
山
町
の
国
道
１
５
２

号
と
県
道
の
大
輪
天
竜
線
被
災
箇

所
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
三
遠
南
信
自
動
車
道

（
佐
久
間
道
路
・
三
遠
道
路
）
の

現
場
や
佐
久
間
ダ
ム
の
視
察
も
行

い
、
ま
た
、
翌
日
に
は
、
浜
松
市

沿
岸
域
防
潮
堤
の
竣
工
報
告
会
に

参
加
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
令
和
２
年
１
１
月
２

８
日
に
は
、
菊
川
下
内
田
地
区
河

川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
所
式
に

参
加
い
た
し
ま
し
た
。

最
近
の
我
が
国
は
、
災
害
が
頻
発

し
て
お
り
、
そ
の
脅
威
の
度
合
い

も
増
す
ば
か
り
で
す
。
国
民
の
皆

様
の
生
命
と
財
産
を
し
っ
か
り
と

守
る
べ
く
、
引
き
続
き
、
副
大
臣

と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
き

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
直
接
、
海
外
の
地
を
踏
む

こ
と
が
難
し
い
中
、
テ
レ
ビ
会
議

を
通
じ
た
国
際
会
議
の
出
席
な
ど
、

岩
井
茂
樹
は
大
勢
の
海
外
の
方
々

と
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
１
１
月
２
５
日
、
「
第

１
８
回
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
交
通
大
臣

会
合
」
に
出
席
し
、
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
に
お
け
る
（
交
通
分
野
の
）
課

題
の
解
決
、
ひ
い
て
は
経
済
社
会

の
持
続
的
な
発
展
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
旨
、
発
言
し
ま
し
た
。

ま
た
開
会
式
に
天
皇
皇
后
両
陛
下

が
御
臨
席
さ
れ
た
「
Ｇ
Ｅ
Ａ
国
際

会
議
２
０
２
０
」
（
地
球
環
境
行

動
会
議
）
に
も
出
席
し
、
「
２
０

５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・

脱
炭
素
社
会
の
実
現
」
、
「
防
災
・

減
災
が
主
流
と
な
る
安
全
・
安
心

な
社
会
の
実
現
」
に
取
り
組
む
旨
、

発
言
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
令
和
２
年
１
２

月
３
日
に
は
「
第
６
回
日
本
・
ト

ル
コ
建
設
産
業
会
議
」
、
同
月
２

５
日
に
「
日
・
ト
ル
コ
防
災
セ
ミ

ナ
ー
」
に
参
加
す
る
な
ど
、
国
土

交
通
分
野
に
お
い
て
、
諸
外
国
と

の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
、
精
力
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
昨
年
１
２
月
に

発
生
し
た
大
雪
に
関
す
る
関
係
閣

僚
会
議
に
出
席
す
る
な
ど
、
政
府

の
一
員
と
し
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

令和３年新春号 岩井しげき通信 令和３年新春号 岩井しげき通信

生年月日 1968年6月2日

身長/血液型 183ｃｍ／O型

学歴 名古屋大学大学院（工学研究科地圏環境

工学専攻）

趣味 スキューバダイビング、陶芸、バスケット

ボール、水泳

平成8年 建設会社入社（設計業務に加え現場での

施工業務も経験）

平成16年 参議院議員秘書

平成18年 富士常葉大学非常勤講師

平成22年 第22回参議院議員通常選挙にて初当選

平成26年 経済産業省大臣政務官 兼

内閣府大臣政務官 兼

復興大臣政務官

平成28年 第24回参議院議員通常選挙にて再選

政府開発援助等に関する特別委員長

平成29年 参議院農林水産委員長

平成30年 自由民主党参議院副幹事長

水産部会 部会長代理

令和元年 自由民主党 水産部会長

資源エネルギー戦略調査会筆頭理事

令和２年 国土交通副大臣 兼

内閣府副大臣 兼

復興副大臣

●参議院の役職

・国土交通委員会 委員

・国家基本政策委員会 委員

プロフィール

国土交通副大臣として全力で対応！
１
１
月
１
９
日
（
木
）
、
「
全
国

治
水
砂
防
促
進
大
会
」
（
主
催
：

全
国
治
水
砂
防
協
会
）
が
開
催
さ

れ
来
賓
と
し
て
出
席
い
た
し
ま
し

た
。

「
「
い
の
ち
」
は
も
ち
ろ
ん
住
民

の
「
く
ら
し
」
も
守
る
土
砂
災
害

対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地

域
主
体
の
自
助
、
共
助
を
積
極
的

に
支
援
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

で
あ
り
ま
す
。
市
町
村
の
関
係
者

の
皆
様
と
連
携
し
、
被
災
者
の
皆

様
の
お
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
被
害
を
受
け
た
地
域
の
復
旧
・

復
興
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一

体
と
な
っ
た
事
前
防
災
対
策
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
必
要
十
分
な
予
算

の
確
保
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
」

と
挨
拶
い
た
し
ま
し
た
。

地
元
静
岡
を
視
察

大
輪
天
竜
線
の
被
災
状
況
の
説
明

全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会

諸
外
国
と
の

懸
け
橋
に
！

●入会している主な議員連盟など

自由民主党農村基盤整備議員連盟
遺家族議員協議会
海事振興議員連盟
生活衛生議員連盟
自由民主党看護問題対策議員連盟
漁港漁場漁村整備促進議員連盟
自由民主党オートバイ議員連盟
行政書士制度推進議員連盟
茶業振興議員連盟
下水道事業促進議員連盟
小規模企業税制確立議員連盟
砂防事業促進議員連盟
自由民主党モータースポーツ振興議員連盟
自動車議員連盟
自動車整備議員連盟
全国温泉振興議員連盟
土地家屋調査士制度改革推進議員連盟
自由民主党全国保育関係議員連盟
果樹農業振興議員連盟
配置薬議員連盟
ボーイスカウト振興国会議員連盟
みんなで靖国神社に参拝する国会議員の会
水産政策推進議員協議会
珠算教育振興議員連盟
ユニバーサル社会推進議員連盟
神道政治連盟国会議員懇談会
治水議員連盟
自由民主党バス議員連盟
地域づくりと道路整備に関する勉強会
参議院ASEAN議員交流推進議員連盟
測量設計議員連盟
公共工事品質確保に関する議員連盟
コンテンツ産業振興議員連盟
日本の領土(竹島、尖閣諸島等)を守るため行動する議員連盟
森林整備・治山事業促進議員連盟
街の酒屋さんを守る国会議員の会
海岸保全整備推進議員連盟
バレエ文化振興推進議員連盟
自由民主党賃貸住宅対策議員連盟
自由民主党臨床検査に関する制度推進議員連盟
宝塚を応援する参議院議員の会
国民歯科問題議員連盟
参議院農業・農協研究会
かつお・まぐろ漁業推進議員連盟
国際観光産業振興議員連盟
米消費拡大・純米酒推進議員連盟
鳥獣捕獲緊急対策議員連盟
自由民主党知的障害福祉推進議員連盟
郵便局の新たな利活用を推進する議員連盟
憲法９６条改正を目指す議員連盟
養鰻振興議員の会
自由民主党どうぶつ愛護議員連盟
資源確保戦略推進議員連盟
空き家対策推進議員連盟
國酒を愛する議員の会
港湾議員連盟
自由民主党・電力安定供給推進議員連盟
国民医療を守る会
自由民主党統合医療推進議員連盟
自由民主党たばこ議員連盟
自由民主党水道事業促進事業促進議員連盟
美しい富士山を創り守る会
共同養育支援議員連盟
地域公共交通の活性化及び再生を目指す議員連盟
高温ガス炉推進議員連盟
町村の振興を考える会
産業・資源循環議員連盟
左官業振興議員連盟
物流倉庫振興推進議員連盟
防衛省情報施設振興議員連盟
小規模企業を支援する参議院の会
日本メコン地域諸国友好議員連盟
グラウンド・ゴルフ振興議員連盟
パン産業振興議員連盟
新商工議員連盟
ダム・発電関係市町村等振興議員連盟
JICA議員連盟
参議院自由民主党・日露議員懇話会
セルロースナノファイバー活用推進議員連盟
CLTで地方創生を実現する議員連盟
古民家再生議員連盟
ルール形成戦略議員連盟
木の総合文化（ウッドレガシー）を推進する議員連盟
ヨガ推進議員連盟
資源リサイクル推進議員連盟
医療専門職の人材育成を考える会
与党技術士議員連盟
地域の農林水産業の振興促進議員連盟
自衛官支援議員連盟
人口急減地域対策議員連盟
あなたの街にも国宝を議員連盟
官公庁営繕を考える議員の会
水力発電促進議員連盟
自由民主党水族館を応援する議員連盟
自由民主党フロン類対策推進議員連盟
森林を活かす都市の木造化推進議員連盟
モビリティと交通の新時代を創る議員の会
森のようちえん振興議員連盟

岩
井
し
げ
き
通
信

菅
総
理
と
と
も
に

菊
川
下
内
田
地
区
で
の
開
所
式

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
交
通
大
臣
会
合

Ｇ
Ｅ
Ａ
国
際
会
議
２
０
２
０

治水砂防促進全国大会にて

□国会東京事務所

〒100-8962
千代田区永田町2-1-1
参議院議員会館520号室

TEL:03-6550-0520
FAX:03-6551-0520

□沼津事務所 □静岡事務所

〒410-0865 〒420-0034
沼津市東間門1丁目2-5 静岡市葵区常磐町2丁目4-25
TEL:055-943-6122 YCビル3F
FAX:055-943-6123 TEL:054-266-3770

FAX:054-266-3780

事務所の
ご案内
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令
和
２
年
１
月
９
日

か
ら
１
月
１
５
日
ま

で
の
７
日
間
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
共
和
国
と
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

に
、
我
が
国
の
政
府

開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

に
関
す
る
調
査
を
目

的
と
し
て
訪
問
い
た

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
議
員
団
の

団
長
と
い
う
重
責
を

担
い
な
が
ら
の
訪
問

で
も
あ
り
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、

マ
ニ
ラ
に
て
「
フ
ィ

リ
ピ
ン
沿
岸
警
備
隊

海
上
安
全
対
応
能
力

強
化
事
業
」
、
「
パ
ッ

シ
グ
・
マ
リ
キ
ナ
川

河
川
改
修
事
業
」
、

「
首
都
圏
鉄
道
（
Ｍ

Ｒ
Ｔ
）
３
号
線
改
修

事
業
」
な
ど
を
視
察

し
ま
し
た
。

ま
た
、
ペ
ル
ニ
ャ
国
家
経
済
開
発

庁
長
官
、
ツ
ガ
デ
運
輸
大
臣
と
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
に
お
い
て
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
都
市

高
速
鉄
道
（
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
事
業
」
、

「
プ
ル
イ
ッ
ト
排
水
機
場
緊
急
改

修
事
業
」
、
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
地
盤

沈
下
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
視

察
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ブ
デ
ィ
運
輸
大
臣
、
レ
オ

ナ
ル
ド
国
家
開
発
企
画
庁
次
官

（
開
発
資
金
担
当
）
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
い
て
、

「
メ
ラ
ピ
山
緊
急
防
災
事
業
」
、

「
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
産
学
連
携
施

設
整
備
事
業
」
を
視
察
す
る
と
と

も
に
、
ス
ル
タ
ン
・
ジ
ョ
グ
ジ
ャ

カ
ル
タ
特
別
州
知
事

と
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

て
、
日
本
企
業
関
係

者
等
や
青
年
海
外
協

力
隊
員
等
と
の
意
見

交
換
も
行
い
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を

訪
問
し
た
今
回
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
派
遣
を

通
じ
、
両
国
に
対
す
る
こ
れ
ま
で

の
支
援
が
、
両
国
を
極
め
て
親
日

的
な
国
家
に
す
る
一
因
で
あ
っ
た

こ
と
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し

た
。

参
議
院
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
派
遣
を
通
じ
て
、

我
が
国
の
国
益
に
も
合
致
し
た
取

組
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

令
和
２
年
１
月
９
日

か
ら
１
月
１
５
日
ま

で
の
７
日
間
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
共
和
国
と
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

に
、
我
が
国
の
政
府

開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

に
関
す
る
調
査
を
目

的
と
し
て
訪
問
い
た

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
議
員
団
の

団
長
と
い
う
重
責
を

担
い
な
が
ら
の
訪
問

で
も
あ
り
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、

マ
ニ
ラ
に
て
「
フ
ィ

リ
ピ
ン
沿
岸
警
備
隊

海
上
安
全
対
応
能
力

強
化
事
業
」
、
「
パ
ッ

シ
グ
・
マ
リ
キ
ナ
川

河
川
改
修
事
業
」
、

「
首
都
圏
鉄
道
（
Ｍ

Ｒ
Ｔ
）
３
号
線
改
修

事
業
」
な
ど
を
視
察

し
ま
し
た
。

ま
た
、
ペ
ル
ニ
ャ
国
家
経
済
開
発

庁
長
官
、
ツ
ガ
デ
運
輸
大
臣
と
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
に
お
い
て
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
都
市

高
速
鉄
道
（
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
事
業
」
、

「
プ
ル
イ
ッ
ト
排
水
機
場
緊
急
改

修
事
業
」
、
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
地
盤

沈
下
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
視

察
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ブ
デ
ィ
運
輸
大
臣
、
レ
オ

ナ
ル
ド
国
家
開
発
企
画
庁
次
官

（
開
発
資
金
担
当
）
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
い
て
、

「
メ
ラ
ピ
山
緊
急
防
災
事
業
」
、

「
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
産
学
連
携
施

設
整
備
事
業
」
を
視
察
す
る
と
と

も
に
、
ス
ル
タ
ン
・
ジ
ョ
グ
ジ
ャ

カ
ル
タ
特
別
州
知
事

と
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

て
、
日
本
企
業
関
係

者
等
や
青
年
海
外
協

力
隊
員
等
と
の
意
見

交
換
も
行
い
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を

訪
問
し
た
今
回
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
派
遣
を

通
じ
、
両
国
に
対
す
る
こ
れ
ま
で

の
支
援
が
、
両
国
を
極
め
て
親
日

的
な
国
家
に
す
る
一
因
で
あ
っ
た

こ
と
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し

た
。

参
議
院
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
派
遣
を
通
じ
て
、

我
が
国
の
国
益
に
も
合
致
し
た
取

組
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
は
、

新
型
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
し
亡
く
な

る
犠
牲
者
と
、
経
済
・
社
会
活
動

の
自
粛
等
に
よ
る
経
済
的
犠
牲
者

（
倒
産
・
廃
業
・
失
業
な
ど
）
の

両
者
を
可
能
な
限
り
抑
え
る
こ
と

が
大
変
重
要
で
す
。

国
民
の
不
安
や
混
乱
、
更
に
は
根

拠
の
な
い
誹
謗
中
傷
や
国
民
の
分

断
状
況
な
ど
ね
じ
れ
た
人
間
関
係

の
是
正
の
た
め
に
も
、
正
し
く
学

び
、
客
観
的
検
証
に
基
づ
い
た
し
っ

か
り
と
し
た
出
口
戦
略
の
方
針
を

見
出
す
必
要
が
あ
る
と
の
思
い
か

ら
、
令
和
２
年
９

月
１
９
日
、
下
田

市
民
文
化
会
館
に

て
、
岩
井
茂
樹
が

実
行
委
員
長
を
務

め
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時
代
、
正
し
く

学
び
し
な
や
か
に

生
き
る
た
め
の
道

し
る
べ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
Ｎ

Ｅ
Ｃ
執
行
役
員

（
ク
ロ
ス
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
ユ
ニ
ッ

ト
担
当
）
の
受
川

裕
様
よ
り
、
「
最

先
端
技
術
を
活
用

し
た
コ
ロ
ナ
対
策
」

と
し
て
、
海
外
事

例
の
ご
紹
介
や
デ
ー

タ
利
活
用
型
の
コ

ロ
ナ
対
策
・
街
づ

く
り
な
ど
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
が
持
つ
高
い
技

術
力
を
使
っ
た
、
「
～
Ｎ
ｅ
ｗ

Ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
時
代
の
お
も
て
な

し
と
安
全
安
心
の
両
立
を
目
指
し

て
～
」
と
題
す
る
ご
講
演
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
京
都
大
学
大
学
院
の
上
久

保
靖
彦
特
定
教
授
か
ら
は
、
疫
学

的
な
お
立
場
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
関
連

し
て
、
日
本
の
死
者
数
や
死
亡
率

が
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
少
な
い
原

因
に
つ
い
て
、
「
日
本
で
は
す
で

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す

る
集
団
免
疫
が
確
立
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
仮
説
を
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
カ
ー
ブ
よ
り
ウ
イ
ル
ス
干

渉
を
解
析
す
る
こ
と
で
検
証
、
ご

発
表
さ
れ
た
点
を
踏
ま
え
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
型
に
着
目
し
、

そ
の
型
の
流
行
の
度
合
い
に
よ
り

感
染
の
頻
度
、
重
症
度
が
異
な
る

こ
と
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
く
第
二
部
で
は
、
講
師
の
受
川

執
行
役
員
、
上
久
保
教
授
に
未
来

伊
Ｚ
Ｕ

ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
主
宰
、

元
静
岡
銀
行
取
締
役
副
会
長
の
里

見
和
洋
様
、
賀
茂
医
師
会
会
長
の

池
田
正
見
様
、
精
神
科
医
で
一
般

社
団
法
人
認
知
行
動
療
法
研
修
開

発
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
大
野
裕
様

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
司
会

と
し
て
岩
井
茂
樹
も
参
加
い
た
し

ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
「
不
安
」

と
「
情
報
」
と
ど
う
向
き
合
う
か
」
、

「
医
療
現
場
で
の
感
染
リ
ス
ク
に

対
す
る
「
不
安
」
や
「
情
報
」
に

関
し
て
「
個
人
情
報
保
護
」
「
守

秘
義
務
」
を
盾
に
、
情
報
公
開
が

遅
れ
た
こ
と
」
、
「
「
足
元
の
経

済
状
況
」
と
「
メ
デ
ィ
ア
報
道
と

世
相
分
断(

思
考
停
止)

」
に
つ
い

て
」
、
「
コ
ロ
ナ
を
封
じ
込
め
な

が
ら
、
経
済
を
回
す
ト
レ
ー
ド
オ

フ
の
関
係
を
乗
り
越
え
る
架
け
橋

に
な
る
の
が
、
最
先
端
の
Ｉ
Ｏ
Ｔ

技
術
」
、
「
集
団
免
疫
の
獲
得
に

つ
い
て
」
、
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充

の
是
非
」
、
「
医
療
崩
壊
を
防
ぐ

た
め
の
手
立
て
」
な
ど
に
つ
い
て

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
参
加
い

た
だ
い
た
皆
様
が
、
各
自
、
ど
の

よ
う
に
考
え
行
動
し
て
い
く
べ
き

か
を
正
し
く
判
断
す
る
た
め
の

「
道
し
る
べ
」
を
お
持
ち
帰
り
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
は
、

新
型
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
し
亡
く
な

る
犠
牲
者
と
、
経
済
・
社
会
活
動

の
自
粛
等
に
よ
る
経
済
的
犠
牲
者

（
倒
産
・
廃
業
・
失
業
な
ど
）
の

両
者
を
可
能
な
限
り
抑
え
る
こ
と

が
大
変
重
要
で
す
。

国
民
の
不
安
や
混
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、
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に
は
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な
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中
傷
や
国
民
の
分
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状
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た
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関
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が
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と
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、
令
和
２
年
９

月
１
９
日
、
下
田

市
民
文
化
会
館
に

て
、
岩
井
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、
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数
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比
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、
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日
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に
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を
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、
ご
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た
点
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ま
え
、
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ウ
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ス
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、
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流
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の
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を
ご
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だ
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ま
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た
。

続
く
第
二
部
で
は
、
講
師
の
受
川

執
行
役
員
、
上
久
保
教
授
に
未
来

伊
Ｚ
Ｕ

ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
主
宰
、

元
静
岡
銀
行
取
締
役
副
会
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里
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茂
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会
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正
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精
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科
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で
一
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社
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法
人
認
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動
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法
研
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開

発
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ン
タ
ー
理
事
長
の
大
野
裕
様

に
よ
る
パ
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ル
デ
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ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
司
会

と
し
て
岩
井
茂
樹
も
参
加
い
た
し

ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
「
不
安
」

と
「
情
報
」
と
ど
う
向
き
合
う
か
」
、

「
医
療
現
場
で
の
感
染
リ
ス
ク
に

対
す
る
「
不
安
」
や
「
情
報
」
に

関
し
て
「
個
人
情
報
保
護
」
「
守

秘
義
務
」
を
盾
に
、
情
報
公
開
が

遅
れ
た
こ
と
」
、
「
「
足
元
の
経

済
状
況
」
と
「
メ
デ
ィ
ア
報
道
と

世
相
分
断(

思
考
停
止)

」
に
つ
い

て
」
、
「
コ
ロ
ナ
を
封
じ
込
め
な

が
ら
、
経
済
を
回
す
ト
レ
ー
ド
オ

フ
の
関
係
を
乗
り
越
え
る
架
け
橋

に
な
る
の
が
、
最
先
端
の
Ｉ
Ｏ
Ｔ

技
術
」
、
「
集
団
免
疫
の
獲
得
に

つ
い
て
」
、
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充

の
是
非
」
、
「
医
療
崩
壊
を
防
ぐ

た
め
の
手
立
て
」
な
ど
に
つ
い
て

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
参
加
い

た
だ
い
た
皆
様
が
、
各
自
、
ど
の

よ
う
に
考
え
行
動
し
て
い
く
べ
き

か
を
正
し
く
判
断
す
る
た
め
の

「
道
し
る
べ
」
を
お
持
ち
帰
り
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

日本の海外協力の現状を視察！日本の海外協力の現状を視察！

こ
こ
最
近
の
台
風
や
豪
雨
な
ど
に

よ
る
自
然
被
害
は
、
以
前
と
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
程
、
大
き
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
現
状
に
対
し
、

「
被
害
を
前
提
に
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
」
」
、

「
「
防
災
」
を
含
め
た

都
市
計
画
」
な
ど
、
今

ま
で
の
考
え
方
を
転
換

さ
せ
る
新
し
い
「
防
災
”

も
”
ま
ち
づ
く
り
」
と

い
う
観
点
を
中
心
に
、

東
京
大
学
生
産
技
術
研

究
所
の
加
藤
孝
明
教
授

を
講
師
に
お
招
き
し
、

令
和
２
年
１
１
月
９
日

に
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

冒
頭
、
デ
ジ
タ
ル
改
革

担
当
大
臣
の
平
井
卓
也

大
臣
よ
り
来
賓
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
静
岡
県
商
工
会
連
合

会
会
長
で
、
岩
井
茂
樹
後
援
会
長

で
あ
る
前
澤
侑
会
長
よ
り
ご
挨
拶

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
出

席
い
た
だ
い
た
田
中
和
徳
衆
議
院

議
員
（
前
復
興
大
臣
）
、
深
澤
陽

一
衆
議
院
議
員
を
ご
紹
介
し
た
後
、

加
藤
教
授
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
向
け
た
防
災
ま
ち
づ
く
り
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
～
温
故
創
新
と
防

災
【
も
】
ま
ち
づ
く
り
～
」
と
題

す
る
ご
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、
岩
井
茂
樹
と
の
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
、
「
国
土
強
化
で
は
な
く

国
土
強
靱
化
と
し
て
い
る
理
由
」
、

「
複
合
的
な
対
応
に
よ
る
流
域
治

水
の
あ
り
方
」
、
「
防
災
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
過
疎
化
対
策
の
バ
ラ
ン

ス
」
、
「
民
間
の
活
力
を
利
用
し

た
防
災
対
策
」
な
ど
に
つ
い
て
白

熱
し
た
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

加
藤
先
生
は
地
元
静
岡
で
「
伊
豆

市
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
推
進
協

議
会
」
の
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長
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し
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、
観
光
・

防
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の
バ
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ま
ち
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に
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た
取
組
も
進
め
て

お
ら
れ
ま
す
。
今
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。
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。
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、
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提
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興
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２
０
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０
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催
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。
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兼
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０
２
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０
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０
３
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岩井しげきモーニングセミナー２０２０岩井しげきモーニングセミナー２０２０ 国会でも精力的に活動！国会でも精力的に活動！

決算委員会での質疑決算委員会での質疑

大勢の方々にご参加いただきました大勢の方々にご参加いただきました
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察
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臣
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ィ
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と
の
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換
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防
災
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業
の
視
察ご登壇いただいた先生方とともにご登壇いただいた先生方とともに

平井大臣より来賓あいさつ平井大臣より来賓あいさつ
前澤会長よりあいさつ前澤会長よりあいさつ

加藤教授よりご講演加藤教授よりご講演白熱のトークセッション白熱のトークセッション

当日の映像は下記
QRコードから！
当日の映像は下記
QRコードから！


